
▲里地里山の維持管理者の高齢化
▲地場産業・農業の後継者不足
▲空家や高齢者の交通問題、鳥獣被害対策
▲魅力的な就職先の不足
▲重症化リスクのある高血圧患者が多い
▲空港・事業所周辺の食事や買い物場所不足
▲町内会活動における若い世代の担い手不足
▲学生～子育て～高齢世代の

タテ・ヨコのつながり希薄化
▲点在する魅力の連携・発信力不足

小倉南区は、
将来どんなまちになってほしい？

課 題ポテンシャル（原石）／特 色

区の特色を最大限に活かした将来像を実現するため、私たちは何をすべきでしょうか？

将来像

【 自 然 】
○平尾台（右図）

（海外から選ばれる価値）
〇曽根干潟（左図）

（生物多様性の宝庫）

【 食文化・歴史文化 】
○合馬のたけのこ

豊前海一粒かき
小倉牛

○ラーメン、うどん
○神楽・神幸行事

【 交通アクセス 】
○空港（首都圏から1時間半／滑走路延長）
○鉄道・モノレール（新幹線停車駅から10分）
○車（九州道に直結、小倉都心部から30分）
⇒ 今後、人・モノの交流が飛躍的に増加

【 産 業 】
○ものづくり企業（宇宙ビジネス含む）
○世の中のデジタル技術・サービスの進展

【 コミュニティ 】
○自治会や民生委員・児童委員など日々の取組とその蓄積
○子育てや障害者（児）福祉の新たな若い担い手の出現

行動／必要な人

将来像を実現するために、
何をどうすればいい？
自分には何ができるだろう？
どんな人が必要？（求められる人材）

（あなたの小倉南区の将来像は？）


